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改正行政不服審査法の概要及び本審査会の位置付け等について 

１ 改正行政不服審査法の概要 
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出典：総務省作成資料  

 

２ 本審査会の行政不服審査法上の位置付け等 

  （１）設置根拠 

    

  

 

 

  →滝川市においては、平成 28 年第１回定例会において「滝川市行政不服審査会条例」（→資料２）を制

定し、本規定に基づく附属機関として滝川市行政不服審査会を設置したところである。 

 

  （２）求められる役割 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 81 条 地方公共団体に、執行機関の附属機関として、この法律の規定によりその権限に属させられた事項

を処理するための機関を置く。 

２ （略） 

３～４ （略） 

第 43 条 審査庁は、審理員意見書の提出を受けたときは、次の各号のいずれかに該当する場合を除き、審査

庁が主任の大臣又は宮内庁長官若しくは内閣府設置法第四十九条第一項若しくは第二項若しくは国家行政

組織法第三条第二項に規定する庁の長である場合にあっては行政不服審査会に、審査庁が地方公共団体の

長（地方公共団体の組合にあっては、長、管理者又は理事会）である場合にあっては第八十一条第一項又

は第二項の機関に、それぞれ諮問しなければならない。 

(１)～(８) （略）  →次頁参照 

２ （略） 

３ （略） 
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行政不服審査会等への諮問を要しない場合（法43条１項各号） 

ア 処分や裁決の際に審議会等の議を経ている（※）場合 

（※）「議を経る」とは、諮問手続一般を指す趣旨であり、個別の法律等において「議を経る」と規定されている場合に

限らず、「諮問する」、「意見を聴く」、「意見を求める」、「諮る」、「議により」等と規定されている場合も含まれる。 

 ① 原処分をしようとするときに他の法律又は政令（条例に基づく処分については、条例）

に審議会等（※）の議を経るべき旨又は経ることができる旨の定めがあり、その議を経て原

処分がされた場合（１号） 

（※）法９条１項各号に掲げる機関若しくは地方公共団体の機関又はこれらの機関に類するものとして

政令で定める機関（表13参照） 

② 裁決をしようとするときに他の法律又は政令（条例に基づく処分については、条例）に

審議会等の議を経るべき旨又は経ることができる旨の定めがあり、その議を経て裁決をし

ようとする場合（２号） 

③ 法46条第３項又は法49条４項の規定により審議会等の議を経て裁決をしようとする場

合（裁決の際に申請に対する一定の処分をする措置をとるため、処分時に必要とされる審

議会等の議を経た上で裁決をしようとする場合）（３号） 

イ 審査請求人から行政不服審査会等への諮問を希望しない旨の申出がされている場合（参加

人から諮問しないことについて反対する旨の申出がされている場合を除く。）（４号） 

ウ 審査請求が、行政不服審査会等によって、諮問を要しないものであると認められたもので

ある場合（※）（５号） 

（※）それぞれの行政不服審査会等において、国民の権利利益及び行政の運営に対する影響の程度その他当

該事件の性質を勘案して判断されるものであり、具体的には、個々の事案ごとに判断する方法のほか、

定型化・類型化してあらかじめ示す方法もあり得る。 

エ 審査請求が不適法であり、却下する場合（６号） 

オ 審査請求の全部を認容する場合（参加人から意見書又は口頭意見陳述においてこれに反対

する旨の意見が提出されている場合を除く。） 

 ① 処分（申請拒否処分（※）を除く。）についての審査請求（７号） 

（※）法令に基づく申請を却下し、又は棄却する処分 

 ・ 法46条１項の規定により、原処分（申請拒否処分及び事実上の行為を除く。）の全部を取

り消す場合 

 ・ 法47条の規定により、審査請求に係る事実上の行為の全部を撤廃すべき旨を命じ、又は撤

廃することとする場合 

 ② 申請拒否処分又は不作為についての審査請求（８号） 

 ・ 裁決で申請拒否処分を取り消すとともに、法46条２項の規定により、申請の全部を認容す

る処分をすべき旨を命じ、又は申請の全部を認容する処分をする措置をとることとする場合 

 ・ 裁決で不作為が違法又は不当である旨を宣言するとともに、法49条３項の規定により、申

請の全部を認容する処分をすべき旨を命じ、又は申請の全部を認容する処分をする措置をと

ることとする場合 

 

→諮問が必要となる事案とは、主に、処分時又は裁決時に他の合議制機関の関与がなく、かつ、審査請求の全部

又は一部を棄却しようとする事案ということになる。 


